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　　　　「春日駅」から徒歩５分）

概　要：Schramm-Loewner発展 (SLE) と共形場理論 (CFT) の関係は, Virasoro代数の場
合に，今日様々な側面から理解されている．一方で，CFT としては Virasoro 代数を超えた
対称性をもつもので興味深い模型が知られているため，CFT の対称性を Virasoro 代数を超
えた代数に取り替えたときに，対応する SLE の亜種は存在するか，という問題が考えられ
る．この問題に対して，[1,2]ではWess-Zumino-Witten 理論に対応する確率過程として，内
部自由度をもつ SLEが提唱された．本講演では，[3]に従って内部自由度をもつ SLE を無
限次元リー群上の確率過程から導出する方法を概説し，その応用として，内部自由度をもつ
SLEに付随する局所マルチンゲールがアフィンリー環の表現論を用いて計算されることを見
る．また，内部自由度をもつ SLEが，複素化された Bessel 過程に内部自由度を加えたもの
と考えられることを説明し，今後の展望としたい．
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